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要旨 
In this paper, I will examine the invasion of the Japanese army in Southern Laos and focus on 
Pakse after “Meigo sakusen(operation)” with reference to available Japanese documents. These 
documents show that the Japanese army disarmed the French-Indochina army in Pakse and chased 
the French soldiers out of the city. Thereafter, they constructed a base in the Bolaven plateau and 
headquarters in Pakse; then they repaired the Pakse airport. Several residents were engaged in 
these construction efforts; however, the war ended without using these military installations. Thus, 






























ェン高原（平均標高は約 1200 メートル）が広がっている4。1943 年の統計では、パクセ
の人口は 7300 人で、そのうちラオス人が 1000 人（約 14％）、ベトナム人が 4500 人（約
62％）、中国人が 1700 人（約 23％）、その他 100 人（約 1％）となっている5。フランス
植民地期のラオスでは、都市の人口の大半はベトナム人であったが6、パクセにおいて
もベトナム人が人口の 6 割強を占めていた。こうした人口構成は、日本軍がパクセに進






































パクセにおいて、1945 年 3 月 9 日、明号作戦を実行に移した部隊は、歩兵第 29 連隊
（福島県会津若松で編成されたため若松連隊とも呼ばれる）第 11 中隊の一小隊12と第
29 連隊長の指揮下に入れられた歩兵第 8 連隊第１大隊及び第 2 機関銃中隊であった13。
以下、両連隊の連隊史をもとに、パクセにおける明号作戦の実施について述べる。 
歩兵第 29 連隊は、インパール作戦に参加した後、タイを通過して、仏印武力処理の
ために、1945 年 2 月 25 日にカンボジア東北部のストゥン・トラエンに連隊本部を置い
た。その後、第 11 中隊の一小隊をパクセに分駐させた14。 





3 月 9 日、午後 10 時に土橋司令官から仏印全土に明号作戦実行の命が下った。ウボ
ンから移動し、パクセ対岸のタイ側で待機していた第 1 大隊を主力とする約 190 名は、
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歩兵第 29 連隊の連隊史にも、3 月 9 日、仏印武力処理の命令が下ると、歩兵第 8 連
隊と協力して仏印軍、保安隊を武装解除し、フランス人を逮捕したこと、10 日の 14 時
にすべての処理が終わったことが記述されている20。両連隊史の記述はほぼ一致してい
ることから、パクセにおいては、日仏両軍間の撃ち合いはあった21が、激しい戦闘行為

















3 月 17 日頃、第 1 大隊は、歩兵第 29 連隊長から明号作戦参加の任務を解除されたた
め、タイに移動し、歩兵第 8 連隊の配属に戻った27。これ以降、歩兵第 29 連隊がパクセ
の治安維持や警備とともに、パクセ周辺の逃亡フランス兵の捜索、掃討作戦に従事する
ことになった。 
歩兵第 29 連隊の連隊史によると、3 月 22 日から連隊主力がボラウェン高原の仏印軍
討伐を行い、26 日に終了、ラオス南部地域のフランス兵の討伐は 5 月 2 日に終了した
日本軍のラオス南部進駐 
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ことになっている28。歩兵第 29 連隊第 7 中隊の戦史によると、第 7 中隊は 3 月 10 日か
らカンボジア北部やラオス中部（ﾏﾏ）の山岳森林地帯に逃げ込んだ仏印軍を求めて討伐
行動を行った。4 月 25 日にパクセに向かい、ボラウェン高原で仏印軍約 1 個中隊を追








ストゥン・トラエンに連隊本部を置いていた歩兵第 29 連隊は、5 月下旬、軍命令によ
り、管轄地域であったカンボジア北部やラオス南部に、連合国軍上陸に備えた陣地を構
築する作業を開始した30。第 29 連隊史にはボラウェン高原の陣地構築について、具体的


















関連したことであったと考えられる。前述の第 111 野戦飛行場設定隊は 6 月からパクセ
での「飛行場設定整備」36を行っている。この「飛行場設定整備」には、前述の部隊に
加え第 52 飛行場設定大隊等、159 名が従事したとの記録37がある。 
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 日本降伏時のパクセには、歩兵第 29 連隊の他に、司令部や飛行場の建設にあたって
いた部隊、パクセの警備のために 5 月初旬に派遣されてきた部隊50がいた。さらに、パ






8 月下旬から 9 月上旬にかけて、各部隊はそれぞれベトナムやタイの集結地に向かっ
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に殺害された。日本の降伏に対するフランス人俘虜の暴言に激怒してのことであったと
言われている。降伏直後のことであり、殺害に関与した 6 名は第 38 軍の軍法会議にか
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